
横浜市立 一本松小学校 学校評価報告書 （平成28～30年度）

重点取組
分野

平成２８年度 重点取組
分野

平成２９年度 平成３０年度

自己評価結果
総括 総括

B

具体的取組 自己評価結果 具体的取組 自己評価結果 具体的取組

確かな学力

・朝のスキルタイムや昼の読書タイムを活用し、基礎
的・基本的な技能の確実な習得を図り、自分の考えを
表現・交流する授業を行う。
・授業研究を通して、個々の教師の問題解決的、体験
的な学びの構想力向上を図り、本音と実感から納得
できる授業を行う。

・スキルタイムを計画的に実施し、基礎的な内
容の定着につながった。
・総合的な学習の時間の授業研究を通して、体
験的な学習の中で主体的に学ぶ子供の姿が
見られた。しかし、体験的な学びを言語活動と
うまくつなげることができず、子どの思考力・表
現力を十分に育成することはできなかった。

確かな学力

・朝のスキルタイム・昼の読書タイムを活用し、基礎
的・基本的な技能の習得を図り、読書習慣をつける。
また、自主学習の取り組みを通して、子どもが計画的
かつ主体的に学ぶ力を育てる。
・子どもが自分の考えを表現・交流する対話的な学び
を目指して授業研究を行い、教師の授業力向上を目
指す。

・スキルタイム・昼の読書タイムを通して基礎基
本の定着を図ることができた。読書習慣の定着
には一定の課題が残った。自主学習の開始に
より、自分で考え学ぶ姿勢が育っている児童の
姿も見られるようになった。
・算数科の重点研授業研究会を通して、主体
的・対話的な授業づくりが進んだ。

重点取組
分野

確かな学力

・読書タイムを昼から朝に変更することで、朝落ち着い
て学習に入れるようにする。４年～６年でブックバック
を用意し、必要な時にすぐ辞書を活用できるようにす
る。
・スキルタイムでは学年に応じて１分間スピーチを行
い、話す・聞く力を育成する。今年度に引き続き、自主
学習を４年生以上で実施し、家庭学習の習慣がつくよ
うにする。

・読書タイムの取組では本が好きな児童が増
え、学習に関連する本を読もうとする姿が見ら
れ、落ち着いて学習に取り組むことにつながっ
た。
・自主学習の取組では、学習の習慣が基礎基
本の定着につながった。反面、自分で課題を立
てて学習することが難しい児童もいる。スピー
チ活動で話す力がついてきている。

総括

BB

健やかな体

・学校保健委員会中心の全校での取り組みや、体育
の授業の充実を図る。
・進んで運動することの楽しさや喜びを実感できるよう
に休み時間を有効に活用し、体育協会・PTAの協力に
よる『いきいきｷｯｽﾞ』や運動委員会の『ｽﾎﾟｰﾂﾀｲﾑ』、
全校ての『なわとびタイム』や『ﾏﾗｿﾝﾀｲﾑ』などを行う。

・様々な体育的活動の計画、実施により、休み
時間に外へ出て遊ぶ児童の数が多くなってい
る。また、年間3回実施している長縄集会に向
けて、学級ごとの取組が盛んに行われ、2、3月
は毎日のように長縄跳びに取り組む姿が見ら
れた。3分間で1年生でも100回近く、2年生以上
では200回以上が平均と、高いレベルになって
いる。

健やかな体

・学校保健委員会中心の全校での取り組みや、体育
の授業の充実を図る。
・進んで運動することの楽しさや喜びを実感できるよう
に休み時間を有効に活用し、体育協会・PTAの協力に
よる『いきいきｷｯｽﾞ』や運動委員会の『ｽﾎﾟｰﾂﾀｲﾑ』、
全校ての『なわとびタイム』や『ﾏﾗｿﾝﾀｲﾑ』などを行う。

B

豊かな心

「道徳の時間」の充実  ・年1回以上の道徳授業公開
の実施と授業を伴う研究を年3回行う。教科化に向け
た研修。
「体験的学習の充実」  ・たてわり活動など異年令活動
の充実。生活・学習の総合化での自己を見つめた生
き方の育成。

・道徳の教科化に向け、授業研や学習会・講演
会をもち、授業の充実と心の育成を図った。
・更に把握させたい価値や資料の総合性など
を考慮し、評価の仕方を共有していく。
・たてわり活動・ミュージックタイムの充実。
・生活・学習の総合化などを通し目的意識を
もって、自己を見つめた生き方ができるように
なってきた。

豊かな心

「道徳の時間」の充実を図るために、・年１回以上の道
徳授業の公開を実施する。
・年３回、授業を伴う研究を行い、道徳の教科化に向
けた研修を進める。
「体験的学習の充実」の充実を図るために、・たてわり
活動などの異学年交流の取組を充実させる。・生活や
学習を通して自己を見つめた生き方の育成を図る。

・生涯体育に向けて、様々な活動に取り組むこ
とができた。校内マラソン大会に向けた朝練で
の取組や中休みのマラソンタイム、縄跳び大会
に向けた中休みの縄跳びタイムなど、子どもが
自分なりの目標を立てて取り組むことができ
た。一方で、スポーツタイムの内容について楽
しさや喜びを実感できるような種目の工夫が必
要。

B

・道徳の教科化に向けて授業研究会を行い、
道徳の１時間の構成について学習することが
できた。また、評価についても研修を行い、全
体での理解につなげることができた。ただ、学
校全体として道徳教育をどう行っていくのか（授
業の質を高める、他教科領域との関連を図る
など）をもっと共通理解していく必要がある。

A

A

児童・生徒
指導

・自分自身が大切な存在であることに気付くことができ
るようにするため、Y-Pアセスメントシートを活用し、社
会的スキルの育成状況を把握するとともに、自尊感情
や社会的な規範意識を醸成するための適切な支援策
を講じる。
・状況に応じて、個別指導計画に基づく指導等を行
い、自己指導能力を育成する。

・YPアセスメントシートの見取り方や、横浜プロ
グラム実践のための研修を行い、校内で知識
を深めることができた。積極的に実践につなげ
ていくために、さらに研修が必要である。
・個別の指導計画、支援計画を保護者とともに
作っていった。行ってきた支援などが確実に引
き継いでいかれるよう、工夫していく。

児童・生徒
指導

・毎月、児童指導・児童理解研修を実施し、個の抱え
る問題や気持ちを理解し、寄り添った指導をする。ま
た、人権感覚を高める研修（人権・いじめ・不登校・虐
待など）をする。
・「横浜ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ」の活用、豊かな体験活動、行事など
の工夫をする。
・担任だけなく学校としての指導体制を確立する。(組
織的取組)

・児童指導・理解の充実を図るために、個の問
題や気持ちに寄り添って指導をした。
・人権感覚を高めるために、人権・いじめ・不登
校・虐待などの研のをした。
・ＹＰの実施と活用が徹底しなかったので、良さ
を知らせ計画的にできるようにしていく。
・担任を中心にした組織的な指導体制のもと、
円滑・効果的な指導が行われた。

児童・生徒
指導

・「横浜プログラム」を活用することで、温かな学級をつ
くることで、不登校やいじめのない「だれもが」「安心し
て」「豊かに」生活することができる学校にする。
・申し送り事項の確認や、個別の支援計画を見直しを
全体で行い、担任だけでなく、学校としての指導体制
の確立をする。

AA

特別支援
教育

・毎月の職員会議後に児童の実態把握と支援方針を
確認する時間を作り、交流する。
・算数を中心に、教科におけるﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝにつ
いての理解を深められるようにする。
・年間の中で、一般級における特別支援についてや必
要としている児童についての理解を深められるような
研修を数回行う。

・毎月の児童理解と合わせて学校全体としてど
のように特別支援に取り組んでいくべきなのか
考えることができた。
・重点研においては、全員が分かりかかわれる
授業の実践を目指し、具体的な支援方法など
について研究をした。

特別支援
教育

・個別支援教育、特別支援教育、児童理解・指導の視
点から個のニーズに応じた全校的・組織的な指導体
制を構築する。（効果的活用：短期目標・長期目標・ふ
り返り・次へのステップ）
・安心して生活、学習ができるような環境・指導体制を
工夫する。（ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ）

・個別の支援教育では、個の実態・ニーズに応
じた支援をした。支援計画・指導計画の良さも
共有化され効果的に活用できるようになった。
全職員が把握できるように一覧表に表した。
・すべての子が安心して生活、学習ができるよ
うに、環境や指導体制を工夫した。療育の研修
やコンサルテーション、校内研修などをした。

特別支援
教育

・全教職員が、個別支援、特別支援、児童理解・指導
の視点を養うことで、個のニーズに応じた全校的・組
織的な指導体制を構築する。
（効果的活用：短期目標・長期目標・ふり返り・次への
ステップ）
・教員が指導の共通理解を図り、安心して生活、学習
ができるような環境・指導体制を工夫する。
（スタンダード、ユニバーサルデザイン）

BB

地域連携

・一本まつりやふれあい活動、各学年の教育活動など
の場において、地域・保護者との連携充実を図ること
を通して、「まち」とともに歩む学校づくりを目指す。
・地域コーディネーターの育成、一本松共育倶楽部の
さらなる充実を図り、地域や保護者と一体となった学
校運営を目指す。

・一本まつりや各学年の教育活動において、地
域・保護者と連携を図り、児童の体験的活動や
教育活動が充実した。
・一本松共育倶楽部の活動内容がかなり周知
されてきた。「安全の集い」「感謝の会」等、さま
ざまな機会を通して、児童の地域の方に支援し
ていただいていることの意識が強くなってきて
いる。

地域連携

・「まち」とともに歩む学校づくりを目指し、一本まつり
を核とするふれあい活動を通して、地域・保護者との
連携充実を図る。
・地域ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰの育成、一本松共育倶楽部の充実
をはかり、地域や保護者の人材を活用した地域と一
体となった学校運営を目指す。

・一本まつりでは、地域や保護者と一体となっ
て運営に取り組んだ。年間5回の大人実行委員
会を開催、また保護者との会合も増やしてまつ
りに向けて連携を深めることができた。・地域
コーディネーターを中心に、学習ボランティアや
エプロン先生など多くの機会に一本松共育倶
楽部の人材を活用することができた。

地域連携

・「まち」とともに歩む学校づくりを目指し、一本まつり
や各学年の行事、ふれあい活動を通して、地域・保護
者との連携充実を図る。
・地域ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰの育成、一本松共育倶楽部のさら
なる充実をはかり、地域や保護者の人材を活用した
地域と一体となった学校運営を目指す。

AB

ブロック内
相互評価
後の気付

き

・合同授業研究会による本校の公開授業、事後研究会を通して、基礎学力向上についての意見交換を行い、
小中一貫カリキュラムの見直しをすることができた。
・小中交流日では、６年生が生徒会や部活動で活躍する卒業生の姿を見て、中学生への具体的なイメージと
期待感を持つことができた。
・老松中の職業体験では、老松中の生徒が真剣に取り組んでおり、５日間の体験を通して成長する姿も見る
ことができた。本校の児童にとっても、身近な先輩のモデルとしていい影響を与えていた。

ブロック内
相互評価
後の気付

き

・合同研修会では、学校カウンセラーの「思春期とストレスマネジメント」の講演を通して、児童生徒の思春期
のストレスへの対処法やセルフケアについて研修することができた。
・昨年度見直した小中一貫カリキュラムを基本として合同授業研究会を行った。公開授業、事後研究会を通し
各校の実態を踏まえた活発な意見交換を行い、基礎学力の向上を図ることができた。
・小中交流の場面では、６年生が生徒会や部活動、授業で活躍する先輩の姿に、進学への具体的なイメージ
をもつことができた。職業体験に真剣に取り組む様子なども含めて、老松中生は児童の手本となっている。

ブロック内
相互評価
後の気付

き

・合同研修会では、戸部小司書による「学校司書から見た子どもたち」の講演を通して、学校司書からの視点
による子どもたちの見方について研修することができた。
・老松中ブロック小中一貫公開授業・合同研修会を行った。「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けという
テーマをもとに各教科ごとに意見交換や小中での教科領域での繋がりの確認などをした。
・小中交流の場面では、６年生が生徒会や部活動、授業で活躍する先輩の姿に、進学への具体的なイメージ
をもつことができた。

・児童がＳＯＳを発信しやすいよう、記名・匿名
によるいじめアンケートを行った。その結果を
把握し、児童指導に生かすことができた。
・児童の特性を捉え、適切な支援を行うため
に、特別支援教育に関する研修を行った。児童
一人ひとりの心理や特性を捉えるきっかけと
なった。

いじめを許
さない態度

・児童が安心して生活できるよう自己存在感や充実感
を感じられる授業・集団作りを行う。
・いじめ研修会を行い、教職員一人ひとりがいじめと
いう問題に対する認識や取り組み姿勢、日頃の取組
について、改めて自己点検を行うとともに、話合いを
行う中で全職員が共通の認識をもつようにする。

・いじめ防止協議会を定期的に開き、校内の状
況を正しく全体で把握することができた。
・小さな事案であっても迅速に職員が集まり共
有する時間をもつことで、未然に防ぐことができ
た。
・職員全体がいじめに対して毅然とした態度で
臨むことができるよう、日頃から呼びかけ研修
等を行った。

a11

a18

いじめを許
さない態度

・児童一人ひとりが受け入れられていると実感できる
受容的な学級づくりをする。
・児童がSOSを発信しやすい仕組みや環境づくりをす
る。
・児童一人ひとりの心理や特性を見出す児童理解の
促進。児童の特性を捉え適切な支援を行うための特
別支援教育に関する研修をする。

人材育成・
組織運営

・授業研究会や校内研修・校外研修に取り組み、授業
力の向上に努める。
・主幹教諭や経験豊かな教員が中堅教員を助言し、
中堅教員がﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟを十分に発揮して経験年数の
浅い教職員を育てることができる校内組織を構築す
る。
・5年次以下教員を対象としたﾒﾝﾀｰﾁｰﾑを組織し、一
人一人が支え合い、高め合えるようにする。

・生活、総合的な学習の時間、道徳の3つの教
科、領域について研究に取り組んだ。指導に当
たっての困り感を共有し、次年度に向けての課
題を見つけることができた。
・職員数の少なさを補うような組織的な学校運
営を目指してきたが、補完しあえた部分と、責
任の所在が不明確な部分が見え、課題が残
る。

人材育成・
組織運営

・主幹教諭や経験豊かな教員が中堅教員を助言し、
中堅教員がﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟを十分に発揮して経験年数の
浅い教職員を育てることができる校内組織を構築す
る。
・5年次以下教員を対象としたﾒﾝﾀｰﾁｰﾑを組織し、一
人一人が支え合い、高め合えるようにする。チームと
して授業をつくり、研究していくことで授業力を高める
ことができるようにする。

　各学年の行事関係を中心に、主幹教諭や経
験豊かな教員が、知っていることを話し、中堅
教員が、リーダーシップを発揮して、経験年数
が浅い教員を見守り、育てることができた。
　メンターチームとしては、学級づくりや授業づ
くりの充実をねらいとし、集まって教材研究をし
たり、ハマアップにともに行って、授業づくり講
座に参加したりした。

人材育成・
組織運営

経験豊かな教員が中心になり、メンター研のメンバー
に授業を見せたり、会の中で話をしていく。授業力を
高める視点から、重点研究のほかにも、自分たちで教
材を研究し、その中で自信をもって授業ができるもの
をつくる。若手の間で授業を見せ合い、よいところもそ
うでないところも伝え合うことで、各々が自分のキャリ
アアップを図ることができるようにしていく。

・二年目から五年目までの若手の教員を中心
に、道徳の授業を計画的に行った。先輩の教
員に授業を見せてもらい、自分たちで授業をつ
くり、振り返りを次の授業に生かすことができ
た。
・副校長に、算数の授業を通して子どもへの支
援の仕方を見せてもらい、授業に生かすことが
できた。

学校経営
中期取組

目標
振り返り

・スキルタイムの導入、基礎基本の定着を目指した授業改善等の成果が表れている。学習指導要領改訂の
ポイントを職員が理解した上で、今後求められる資質・能力の獲得のために何をすべきか検討していきたい。
また、本校の実態から考えると、スキルを獲得する学習、自ら考え、課題を解決していく学習、どちらも必要で
ある。自学できるような家庭学習に次年度取り組んでいきたい。
・子ども達が自己有用感を感じられる場をたくさん創出することがめあてであったが、次年度はより増やしてい
きたい。地域の教育力をさらに活用し、「開かれた教育課程」が実現できるよう、取組を模索していく。

学校経営
中期取組

目標
振り返り

・スキルタイムの定着により、基礎学力の定着、学習意欲の向上の成果が表れるようになってきている。重点
研究会を中心として、教材研究を積極的に行うことで、本校児童に必要とされる資質・能力を高めるポイントを
職員で共通理解を図ることができた。今後は、自主学習を軸として家庭学習への取組を深めさせる方法につ
いて検討していきたい。また、新学習指導要領の理解を深めていく。
・子どもたちの自己肯定感を高める学校づくりを引き続き目指していく。子どもたちの言動への価値付けを行う
など、認められ感を得られる支援をしていく。

学校経営
中期取組

目標
振り返り

・それぞれの取組を横断的・関連的にとらえ、教育活動を進めていこうという意識がより高まってきた。次年度
以降も、教職員が広い視野をもち臨むことができるような組織づくりを推進していく。
・この３年間の取組や児童の実態を踏まえ、次期に向けた目標設定および共通理解を進めてきた。「自分づく
り」と「他者理解」を柱に、次年度以降も子どもの自己肯定感の高まりがみられるような学校づくりを目指して
いく。
・今年度も様々な教育活動の場で地域との連携を図ってきた。今後もこの学区の特色を生かした双方向の関
係を深めていく。

学校関係者
評価

・学校と地域で連携して子ども達を育てていきたい。
・挨拶など、返してくれる子どもが増えてきた。徳の面が育ってきているようだ。
・学校、保護者、地域が連携することはもちろんのこと、行政（区役所や地区社協など）との連携も進んできて
いる。今後も大切にしてもらいたい。
・小さい学校なので学校だけで子どもを育てることは限界がある。一本松共育倶楽部（教育活動の支援や安
全確保の見守り等）や地域の教育力を有効に活用してもらいたい。

学校関係者
評価

・子どもたちが目標をもって取り組んでいることがわかる。継続してほしい。自主学習が定着に向かっているの
は良いことだ。自宅での学習時間に個人差があるのがやや気になる。
・オリンピック競技体験会やラグビー選手学校訪問は、実際に話を聞き体験することで、運動に対する関心が
高まり、とても良い。
・「一人によいことはみんなによい」という特別支援教育の考え方は、掲示などして意識が高まるようにしても
よい。
・防災教育で地域と関わる子どもたちを見て、子どもたちの関心の高さや主体的な活動意欲に感心させられ
た。

学校関係者
評価

・子どもたちの話し方が上手である。さまざまな機会に人前で話すチャンスがあるのもよい。１分間スピーチな
どの取組もよいと思う。
・６年生がよく育っていて、リーダー性がある。食育給食では互いに声を掛け合い、準備や片付けなども率先
して行っていた。６年生としての風格もあり、一本松小のよい伝統になっている。
・互いに教え合う姿が見られたり、地域行事に参加する子どもが進んで手伝ってくれたりしている。子ども同
士、よい刺激になっているし、上級生の下級生に対する思いやりを感じることができる。

B

B

B

　一本まつりや各学年の行事等を通して地域・
保護者との連携を図り、一体となって教育活動
を進めることができた。一本松共育倶楽部の協
力を得て、児童の学習サポートや学習環境の
充実を図ることができた。「安全の集い」「感謝
の会」等を通して、教育活動に関わっていただ
いている方と直接触れ合う機会を設けることが
できた。

・本校重点である算数を主軸に、ユニバーサル
デザインについて考える機会をもった。
・具体的な支援の方法について、研修を行い、
実践していけるようにした。
・教員一人ひとりが、アンテナを高くもち、子ど
もが困り感をもっていることに素早く気が付き、
すぐに対応できるようにした。
・研修の充実と、引き出しを増やすことが課題

・温かな学級をつくり、不登校やいじめのない
「だれもが」「安心して」「豊かに」生活できる学
校にするために、「横浜プログラム」を活用する
ことができた。
・担任だけでなく学校としての指導体制の確立
のため、申し送り事項の確認や、個別の教育
支援計画、個別指導計画の見直しを全体で
行った。

健やかな体

・学校保健委員会を中心に心や体の健康についての
取組を行う。
・生涯体育に向けて進んで運動することの楽しさや喜
びを実感できるように外部との連携、休み時間の活
用、運動委員会の「一本松スポーツタイム」などを行
う。全校で運動に取り組む機会や時間を確保できるよ
うにしていく。

豊かな心

・本年度より道徳が教科化されたため、昨年度にもま
して評価や授業など全職員が取り組みやすい環境づ
くりをしていく。
・「体験的学習の充実」を図るために、たてわり活動な
どの異学年交流の取組を充実させたり、学校行事や
各教科、特別活動などのつながりを意識したりして授
業の充実を図る。

・道徳が教科になったことで、教科書を中心に
教材作りが行いやすくなったことから、授業づく
りの充実化を図ることができた。また、道徳部
を中心に教室掲示を工夫することで、学びの過
程を明確にすることができた。
・あゆみを通して、道徳の授業での子どもたち
の学びや気付きを保護者に伝えることができ
た。

A

A

A

B

A

B

B

・オリンピック・パラリンピック推進校となったこ
ともあり、様々な視点からオリパラ教育をおこ
なった。
・朝練やマラソンタイム、年３回実施した長縄大
会など意欲的に運動に取り組むことができてい
る児童が増えてきた。
・学校保健委員会では、心の健康について考
える機会を設けた。


